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1) 野村明宏「植民地における近代的統治に関する社会学：後藤新平の台湾統治をめぐって」『京都社会学年












































                                                          
2) 「台湾文学 アジアの交差点」『日本経済新聞』2019 年 1 月 19 日。 



























入れられた理由であるとの分析もある3)。その後今年 3 月 22 日に韓国瑜市長は、中国の香港出
先機関である「中央政府駐香港連絡弁公室」を訪問し、弁公室トップの王志民主任と会談して
いる。この会談に対し、香港の民主派や台湾与党・民進党の懸念や批判の声が相次いでいる。
4 月に入って韓国瑜は、2020 年 1 月に予定される台湾総統選挙の国民党内予備選に出馬しない
                                                          
3) 「中国は台湾を内部崩壊させるのか」『日経ビジネス』2018 年 11 月 28 日。 






























                                                          
4) 石垣直「現代台湾の多文化主義と先住権の行方 ― ＜原住民族＞による土地をめぐる権利回復運動の事
例から ―」『日本台湾学会報』第９号（2007. 5）199 頁；菅野敦志「台湾における「本土化」と言語政策 
― 単一言語主義から郷土言語教育へ ―」『アジア太平洋討究』No. 12（2009. 3）。 


























台湾独立運動家でその人生の大半を日本で過ごした王育徳の紀念館が 2018 年 9 月に開館して
いる。筆者が大学時代に読んだ唯一の台湾関連書が彼の『台湾―その苦悶する歴史』であった。
2014 年 3 月に国民党政府が中国との「サービス貿易協定（両岸服務貿易協定）」の締結を非民
主的に強硬決議しようとしたことに抗議して一時立法院を占拠した「ひまわり学生運動（太陽
                                                          
5) 檜山幸夫編『歴史のなかの日本と台湾 東アジアの国際政治と台湾史研究』中京大学社会科学研究所、
21-22 頁。 
6) この日誌は、オランダ語で書かれた De dagregisters van het Kasteel Zeelandia を中国語に訳したもの
で、台南市政府によって刊行された。 
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花學運）」の学生達も、この書の読者であったと聞く。バスは台南市を後にし、次の調査地であ
る烏山頭水庫に八田與一の功績を追った。 
















































                                                          
7) 山川均『殖民政策下の台湾 弱小民族の悲哀』プレブス出版社、1926 年。矢内原忠雄『帝国主義下の台
湾』岩波書店、1929 年。 
8) 詳細は、清水美里『帝国日本の「開発」と植民地台湾』有志舎、2015 年、1-13 頁を参照。 
9) 檜山幸夫編『歴史のなかの日本と台湾』 4-5 頁。 




















































                                                          
10) Focus Taiwan News Channel, 14 March, 2018. 
11) 『中国時報』2018 年 11 月 19 日。 
12) 若林正丈『台湾 ― 変容し躊躇するアイデンティティ』筑摩書房、2001 年、193 頁。 
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のディーゼル車であるが、集集車站の駅舎は日本統治時代のものであり、駅前広場は夕暮れを


























統計では、台湾人口の 2％が原住民であり、アミ族の約 20 万人を筆頭にパイワン族、タイヤル
族が続く。最も先住民が多い県は台東県である。西部平地には平埔族（かつては平埔蕃との蔑
称で呼ばれる）と称され漢化が進んでいる原住民もいる。漢民族との同化が進んだということ
                                                          
13) 詳細は、Formosan Aboriginal Culture Village, ed., Reflections on Taiwan’s Indigenous Cultures 
(Nantou County, 2014), 3rd edition を参照。 































                                                          
14) 石垣直「現代台湾の多文化主義と先住権の行方」199 頁。 































                                                          
15) タイヤル族については、菊池一隆『台湾北部タイヤル族から見た近現代史：日本植民地時代から国民党
政権時代の「白色テロ」へ』集広舎を参照。 



























                                                          








17) 河原功解題『台湾総督府第六十回帝国議会説明資料 第 1 冊』不二出版、1-4 頁。 






軍として台湾に渡ってきた頃からの兵卒とその家族である。彩虹眷村訪問の 2 日前の 26 日、
台湾では徴兵制から志願制への全面移行が完了し、60 年以上続いてきた徴兵制に事実上の終止
符が打たれた。少子化問題で予定よりも志願制への移行が遅れたが、国防部によると、必要な
総兵力 18 万 8 千人の約 8 割は志願兵でまかなうことができ、徴兵制廃止に目途が立ったとの






















































                                                          
18) 大谷正『日清戦争』中公新書 2270、223-33 頁。 






























                                                          









































































                                                          
22) 詳細は、又吉盛清『大日本帝国植民地化の琉球沖縄と台湾』同時代社、275-301、338-52 頁を参照。 
 
劉銘傳隧道 































                                                          
23) 詳細は喜安幸夫『台湾島抗日秘史』原書房を参照。 
















                                                          
24) 東のぞみ「台湾における原住民教会の歴史と『原住民神学』の形成 ―台湾基督長老教会と日本基督教教
団との宣教協約の視点から―」『神学研究』関西学院大学、第 51 号、203-4 頁。 
25) Michael Stainton, ‘The Politics of Taiwan Aboriginal Origins’ in Murray A. Rubinstein, ed., Taiwan 

















（Inspector General of the Imperial Maritime Customs Service）には、1854 年にホレイショ・















 最終日の 30 日は、本隊が国共内戦や抗日戦等で戦没した英霊を祀る台北忠烈祠と國立故宮
博物院を見学し、一部の教員は、台湾の動植物や原住民に関する展示で有名な国立台湾博物館
                                                          
26) 詳細は、Hans van de Ven, Breaking with the Past: The Maritime Customs Service and the Global 
Origin of Modernity in China (New York, 2014) を参照。 































                                                          
27) 篠原宏『海軍創設史 イギリス軍事顧問団の影』リブロポート 1986 年、381 頁。 
28) 檜山幸夫編『歴史のなかの日本と台湾』10 頁。 





して、15 時 20 分発のエバー航空便で帰国の途に就いた。 
 
